
 

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

 

   

 

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) １ 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

２ 24年２月期第２四半期配当金の内訳  普通配当 10円00銭  記念配当 ２円50銭 

  24年２月期期末配当金の内訳     普通配当 10円00銭  記念配当 ２円50銭 

  配当予想の修正の詳細につきましては、平成23年７月１日公表の「配当予想の修正（創業70年記念配当）に

関するお知らせ」をご参照ください。 

  

 

 
(注) １ 当四半期における業績予想の修正有無 ： 有 

２ 通期の業績予想は、【添付資料】P.４「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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(百万円未満切捨て)

1. 平成24年２月期第２四半期の連結業績（平成23年２月21日～平成23年８月20日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年２月期第２四半期 43,651 1.9 671 130.5 711 111.2 315 249.0

23年２月期第２四半期 42,817 △5.2 291 △58.6 336 △53.7 90 △76.2

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益
円 銭 円 銭

24年２月期第２四半期 23 52 ―    

23年２月期第２四半期 6 75 6 73

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年２月期第２四半期 24,753 15,297 61.7 1,140 28

23年２月期 28,470 15,126 53.1 1,127 96

(参考) 自己資本 24年２月期第２四半期 15,281百万円  23年２月期 15,118百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年２月期 ―    10 00 ―     10 00 20 00

24年２月期 ―   12 50

24年２月期(予想) ―   12 50 25 00

3. 平成24年２月期の連結業績予想（平成23年２月21日～平成24年２月20日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

h_inagaki
jasdaq

h_inagaki
財務会計基準機構



 

  

 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.５「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年２月期２Ｑ 14,000,000株 23年２月期 14,000,000株

② 期末自己株式数 24年２月期２Ｑ 598,034株 23年２月期 596,954株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年２月期２Ｑ 13,402,463株 23年２月期２Ｑ 13,379,799株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により、原子力災害の影響や電力供給の制約

を受け、企業業績や雇用情勢は厳しい状態が続いております。また、円高の進行やデフレの影響など、先

行き不透明な状況が続いております。 

 当流通業界におきましては、業種・業態を超えた値下げ等による店舗間競争がさらに激化しており、ま

た、震災の影響により、一部の商品の供給は回復途上にあるなど、厳しい経営環境が続いております。 

 このような状況におきまして当社グループは、８月に中村店を建替えオープンし、７月に加木屋店をリ

ニューアルオープンいたしました。また、３月に総合物流センターを開設し、８月に本社社屋を建設し、

本部事務所を移転いたしました。 

 販売促進企画として、スクラッチお買物券プレゼント・御園座の観劇ご招待を実施いたしました。ま

た、競合店対策のため、恒例となりました四半期に一度の大感謝祭・月に一度の日曜朝市・週に一度の

100円均一等の企画を継続実施いたしました。 

 以上の結果、当第２四半期は、営業収益436億51百万円(前年同期比1.9％増)、営業利益６億71百万円

(前年同期比130.5％増)、経常利益７億11百万円(前年同期比111.2％増)、四半期純利益３億15百万円(前

年同期比249.0％増)と増収増益となりました。 

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

低価格販売の実施や販売促進に努め、営業収益は432億33百万円（前年同期比2.0％増）、営業利益は

５億38百万円（前年同期比306.2％増）となりました。 

  

テナント等の減少により、営業収益は４億18百万円（前年同期比4.6％減）、営業利益は１億32百万

円（前年同期比16.6％減）となりました。 

  

(注)記載金額は、すべて消費税等を含まない金額としております。 

  

流動資産は、前連結会計年度に比べ、51億２百万円減少し、82億73百万円となりました。これは、

主に前連結会計年度末であります平成23年２月20日が日曜日にあたり、取引先への商品仕入代金や経

費の支払い47億44百万円が翌日の21日になったことにより、現金及び預金が減少したことによるもの

であります。 

 固定資産は、前連結会計年度に比べ、13億86百万円増加し、164億80百万円となりました。これ

は、主に総合物流センター及び本社社屋等の設備投資によるものであります。 

 この結果、総資産は、前連結会計年度に比べ、37億16百万円減少し、247億53百万円となりまし

た。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

① 食料品等の販売を目的とした小売業部門

② 不動産賃貸業部門

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債及び純資産の状況

(イ) 資産
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流動負債は、前連結会計年度に比べ、40億84百万円減少し、71億52百万円となりました。これは、

主に前連結会計年度末であります平成23年２月20日が日曜日にあたり、取引先への商品仕入代金や経

費の支払い47億44百万円が翌日の21日になったことにより、仕入債務等が減少したことによるもので

あります。 

 固定負債は、前連結会計年度に比べ、１億97百万円増加し、23億４百万円となりました。 

 この結果、負債合計は、前連結会計年度に比べ、38億86百万円減少し、94億56百万円となりまし

た。 

純資産合計は、前連結会計年度に比べ、１億70百万円増加し、152億97百万円となりました。 

 また、１株当たり純資産額は、前連結会計年度に比べ、12円32銭増加し、1,140円28銭となりまし

た。なお、自己資本比率は、前連結会計年度に比べ、8.6ポイント増加いたしました。 

  

当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の

四半期末残高は、66億42百万円（前年同期比10.9％減）となりました。これは主に、前連結会計年度末

であります平成23年２月20日が日曜日にあたり、取引先への商品仕入代金や経費の支払い47億44百万円

が翌日の21日になったことにより、フリーキャッシュ・フロー（営業活動によるキャッシュ・フローか

ら投資活動によるキャッシュ・フローを差引いたもの）が、50億42百万円の減少となったこと、及び、

財務活動によるキャッシュ・フローが２億37百万円減少したことによるものであります。 

  

営業活動による資金の減少は、39億95百万円となりました（前年同四半期連結会計期間は６億91百

万円の資金の増加）。これは、主に上記の前連結会計年度末日未決済分47億44百万円によるものであ

ります。 

  

投資活動による資金の減少は、10億46百万円となりました（前年同四半期連結会計期間は６億44百

万円の資金の減少）。これは、主に総合物流センター及び本社社屋等の設備投資によるものでありま

す。 

  

財務活動による資金の減少は、２億37百万円となりました（前年同四半期連結会計期間は１億８百

万円の資金の減少）。これは、主に配当金の支払及び借入金の返済によるものであります。 

  

(ロ) 負債

(ハ) 純資産

② キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
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引き続き厳しい状況が予想されますが、商品政策においては、鮮度・味・価格にこだわり、競合店対策

としては、継続実施しております店舗・地域ごとのきめ細かな価格政策の取り組みにより、競合他社に負

けない売場づくりに努めます。徹底したコスト削減や人材教育を通して経営体質の強化を図り、業績の向

上を目指してまいります。 

なお、通期の業績見通しといたしましては、平成23年４月１日付「完全子会社の吸収合併（簡易合併・

略式合併）に関するお知らせ」にて開示いたしましたとおり、平成23年８月21日より非連結会社となり、

営業収益892億円（前年同期比1.6％増）、営業利益12億50百万円（前年同期比3.9％増）、経常利益13億

50百万円（前年同期比5.5％増）、当期純利益８億30百万円（前年同期比49.4％増）の増収増益を見込ん

でおります。 

  
  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の

業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

該当事項はありません。 

  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年3月31日）を適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ8,057千円、税金等調整前四半期純利益は148,069千円

減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は304,288千円であり

ます。 

従来、物流センターの商品の評価方法については、移動平均法による原価法（収益性の低下による簿

価切下げの方法）によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より、総平均法による原価法（収益

性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。 

 この変更は、総合物流センターの開設に伴う在庫管理システムの更新により、より効率的かつ適正な

商品管理を図るためのものであります。 

 これによる損益への影響は軽微であります。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

1. 簡便な会計処理

①棚卸資産の評価方法

②固定資産の減価償却費の算定方法

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

2. 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

①「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

②たな卸資産の評価方法の変更
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成23年８月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,642,792 11,921,957 

売掛金 776 1,040 

商品 1,220,517 1,039,577 

貯蔵品 21,159 12,819 

その他 388,429 401,252 

貸倒引当金 △60 △60 

流動資産合計 8,273,615 13,376,587 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,875,046 6,976,588 

土地 3,596,359 3,596,359 

その他（純額） 785,927 842,497 

有形固定資産合計 12,257,333 11,415,445 

無形固定資産 375,089 348,713 

投資その他の資産   

差入保証金 2,739,212 2,684,820 

その他 1,156,038 692,119 

貸倒引当金 △47,470 △47,350 

投資その他の資産合計 3,847,780 3,329,589 

固定資産合計 16,480,204 15,093,748 

資産合計 24,753,819 28,470,335 

負債の部   

流動負債   

買掛金 4,590,482 9,292,994 

1年内返済予定の長期借入金 － 50,000 

未払法人税等 398,352 196,100 

賞与引当金 181,800 173,600 

資産除去債務 5,742 － 

その他 1,975,793 1,523,919 

流動負債合計 7,152,169 11,236,614 

固定負債   

長期借入金 － 50,000 

退職給付引当金 419,131 402,997 

長期預り保証金 1,372,428 1,410,526 

資産除去債務 298,546 － 

その他 214,333 243,360 

固定負債合計 2,304,438 2,106,883 

負債合計 9,456,608 13,343,497 
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成23年８月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月20日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,372,000 1,372,000 

資本剰余金 1,604,090 1,604,090 

利益剰余金 12,791,618 12,610,438 

自己株式 △485,756 △485,043 

株主資本合計 15,281,952 15,101,485 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 － 16,612 

評価・換算差額等合計 － 16,612 

新株予約権 15,258 8,739 

純資産合計 15,297,210 15,126,837 

負債純資産合計 24,753,819 28,470,335 
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月21日 

 至 平成22年８月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年２月21日 

 至 平成23年８月20日) 

売上高 41,455,922 42,039,412 

売上原価 35,175,120 35,060,855 

売上総利益 6,280,802 6,978,557 

その他の営業収入 1,361,452 1,612,512 

営業総利益 7,642,254 8,591,069 

販売費及び一般管理費 7,351,101 7,919,980 

営業利益 291,152 671,089 

営業外収益   

受取利息 13,355 16,881 

受取配当金 646 700 

その他 35,943 26,940 

営業外収益合計 49,946 44,522 

営業外費用   

支払利息 2,416 2,053 

収納差金 1,737 2,023 

その他 0 － 

営業外費用合計 4,154 4,076 

経常利益 336,945 711,535 

特別利益   

固定資産売却益 0 － 

投資有価証券売却益 － 22,800 

長期未払金戻入額 3,990 － 

特別利益合計 3,990 22,800 

特別損失   

固定資産売却損 1,387 71 

固定資産除却損 112,960 24,259 

減損損失 60,524 － 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 140,012 

その他 1,870 120 

特別損失合計 176,742 164,462 

税金等調整前四半期純利益 164,193 569,872 

法人税、住民税及び事業税 96,925 375,325 

法人税等調整額 △23,039 △120,663 

法人税等合計 73,886 254,662 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 315,210 

四半期純利益 90,307 315,210 

―8―

㈱アオキスーパー(9977)平成24年２月期第２四半期決算短信



(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月21日 

 至 平成22年８月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年２月21日 
 至 平成23年８月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 164,193 569,872 

減価償却費 421,070 517,369 

減損損失 60,524 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 470 120 

賞与引当金の増減額（△は減少） △9,700 8,200 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,859 16,134 

受取利息及び受取配当金 △14,002 △17,581 

支払利息 2,416 2,053 

固定資産除却損 79,466 13,336 

固定資産売却損益（△は益） 1,386 71 

投資有価証券売却損益（△は益） － △22,800 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 140,012 

売上債権の増減額（△は増加） 218 263 

たな卸資産の増減額（△は増加） 68,883 △189,280 

未収入金の増減額（△は増加） 40,173 82,785 

仕入債務の増減額（△は減少） 32,448 △4,702,512 

未払金の増減額（△は減少） △21,834 △271,285 

未払消費税等の増減額（△は減少） △61,378 △47,142 

未払費用の増減額（△は減少） 101,353 126,205 

長期未払金の増減額（△は減少） △3,990 △28,230 

その他 △48,067 △21,033 

小計 817,490 △3,823,441 

利息及び配当金の受取額 8,196 4,685 

利息の支払額 △1,275 △979 

法人税等の支払額 △132,452 △175,373 

営業活動によるキャッシュ・フロー 691,959 △3,995,109 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △609,053 △550,334 

有形固定資産の売却による収入 1,132 5 

無形固定資産の取得による支出 － △38,519 

貸付けによる支出 △3,055 △1,430 

貸付金の回収による収入 3,644 1,876 

投資有価証券の売却による収入 － 44,609 

差入保証金の差入による支出 △44,587 △513,382 

差入保証金の回収による収入 79,719 49,409 

預り保証金の返還による支出 △81,611 △48,798 

預り保証金の受入による収入 9,500 9,625 

投資活動によるキャッシュ・フロー △644,310 △1,046,937 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 － △50,000 

長期借入金の返済による支出 △25,000 △50,000 

自己株式の取得による支出 △3,363 △713 

自己株式の売却による収入 54,000 － 

配当金の支払額 △133,671 △136,406 

財務活動によるキャッシュ・フロー △108,035 △237,119 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △60,385 △5,279,165 

現金及び現金同等物の期首残高 7,517,136 11,921,957 

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,456,750 6,642,792 
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該当事項はありません。 

  

  

  

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分の主要な内訳 

 (1) 小売業……………食料品等の小売事業 

 (2) 不動産賃貸業……店舗の運営、管理及び不動産賃貸業 

  

当企業集団は国内に所在しているため、所在地別セグメント情報については、該当事項はありませ

ん。 

  

海外売上高に該当する取引がないため、該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成22年２月21日 至 平成22年８月20日)

小売業 
(千円)

不動産賃貸業 
(千円)

計(千円)
消去又は全社 

(千円)
連結(千円)

営業収益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

42,378,777 438,597 42,817,374 ― 42,817,374

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

― 44,709 44,709 (44,709) ―

計 42,378,777 483,306 42,862,084 (44,709) 42,817,374

営業利益 132,669 158,483 291,152 ― 291,152

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成22年２月21日 至 平成22年８月20日)

【海外売上高】

前第２四半期連結累計期間(自 平成22年２月21日 至 平成22年８月20日)
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(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日)を適用しております。 

1. 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

当社グループは、取り扱う商品、サービス別に事業部門または事業会社を置き、それぞれ包括的な戦略

を立案し、国内において小売業を中心に事業活動を展開しております。 

従って、当社グループは事業部門または事業会社を基礎とした商品・サービス別セグメントから構成さ

れており、食料品等の小売事業を展開する「小売業」及び店舗の運営、管理並びに不動産賃貸業を展開す

る「不動産賃貸業」の２つを報告セグメントとしております。 

  

2. 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自 平成23年２月21日 至 平成23年８月20日) 

 
  

3. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項) 

 
  

該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント
合計

小売業 不動産賃貸業 計

営業収益

 外部顧客への営業収益 43,233,465 418,459 43,651,925 43,651,925

 セグメント間の内部営業収益 
 又は振替高

― 44,709 44,709 44,709

計 43,233,465 463,169 43,696,634 43,696,634

セグメント利益 538,915 132,174 671,089 671,089

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 671,089

四半期連結損益計算書の営業利益 671,089

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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